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           STUDIES ON MALE ADNEXAL FLUIDS 

III CLINICAL STUDIES ON SEMINAL PLASMA IN MEN (WITH A SPECIAL 

 REFERENCE TO PROTEIN AND GLUCOPROTEIN IN MALE STERILITY) 

                           Yasutami TANABE 

       From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine, 

                          (Director  : Prof. T. Kato, M. D.) 

   Protein and glucoprotein contents of the seminal plasma in men were determined in 

the groups of normal controls and patients with sterility (oligospermia and azoospermia). 

Paper electrophoretic analysis was also performed on protein, glucoprotein and lipoprotein. 

The changes of these values following hormone treatment to the group of sterility were 

studied. 
   1) The protein contents of seminal plasma in the groups of normospermia(N), oligo-

spermia(0) and azoospermia(A) were  4.5-.-2.6  gm/dl,  4.8-1.5  gm/dl and  4.9-1.0  gm/d1 respe-
ctively, The glucoprotein contents in these subjects were  1,791-597  mg/dl,  1,492-328  mg/d1 

and 1,200-298  mg/dl respectively as galactose-mannose. 

   2) On electrophoresis, fine fractions were separated for proteins which were called 

as I, II, III, IV, and 0 fraction from the anode to cathode. The III fraction in the N, 0 

and A groups occupied 45.3,  42  5, and 41.0  % respectively, while the IV fraction in such 

groups showed 22.7, 24.7 and 27.8  % respectively, which indicated differences between the 

groups. The glucoprotein was demonstrated in the H, III and IV fractions. In the N, 0 and 
A groups, these glucoprotein showed 58.7, 55.6 and 50.3 % respectively in the III fraction 

and 30.2, 35.5 and  39.8  % respectively in the IV fraction as percent distributions. No 

 lipoprotein was found in every fraction. 

   3) Administration of TH and PMS to the patients with sterility resulted no noticeable 

change in protein content but distinct increase in glucoprotein content in many cases. On 

the electrophoretic pattern, slight increases of the III fraction and decreases of the IV 

fraction were demonstrated on both protein and glucoprotein distributions.

緒 言

副性器はそれ自体臨床的に腫瘍或は炎症疾患

としても興味がもたれているが,近 時,泌 尿器

科領域で睾丸,副 性器の研究と相まつて男性不

妊の問題が 大きくとり あげられ,不 妊の40～

60%は 男性側にその原因を認めるとしてお り,

性器奇形,内 分泌疾患,イ ソポテンツを除 く男

性妊孕力の 判定には 顕微鏡的 検索による精子

数,精 子形態,運 動性等の精子 自体に重要性が

あることは 当然である,精 漿は その精子の生

存,運 動等の妊孕力即ち受精過程に於いて重要
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であり,こ の副性器分泌液である精漿が細胞の

成長,分 裂,増 殖もない精子の生命維持更に運

動 力や受精能に大きな役割を果 していることは

古 くから認められている.そ れ故,精 漿の物理

的性状並びに生化学に関する研究が進められて

お り,す でに酸フォスファターゼ,フ ラクトー

ス,クエン酸等が漸次,明 らかにされつつある.
一方他の糖質,蛋 白,ア ミノ酸等のmediumに

より精子運藪性が高められ妊孕性が増大するか

或は逆 となり妊孕,不 妊性をなす因子とされて

いる.しか しmediumの 化学的物質が精子の栄

養を司るのみでなく物理的因子にも大 きな影響

を与えるものと考えられ極めてその間の事情は

複雑である。著者は前篇に続き本項では臨床的

に不妊男性精漿の研究の一端として蛋白,糖 蛋

白を検索したのでその結果について報告する.

実 験 方 法

実 験 料 材

人精液は三群に分け,Normospermia群(以 下N

群)は すでに1年 以 内に児を有す るか,妊 娠中 の夫又

は成年男子で精子数50×1C6/m1以 上,運 動率60%以

上正常形態率80%以 上 の ものとした.01igospermia

群(以 下O群)は 精子数50～ ユ×106/m1と し,Azoo-

spermia群(以 下A群)は ユ×106/m1以 下 とし いず

れ も不妊 を訴 え当て科 外来 を訪れた患者で,性 腺機能

不全(Klinefelter症 候群,畢 丸萎縮,性 器奇形),

内分泌不全を 認め る 性器障害は 除いた.な お精子通

過 障害 のあるものは1例 もなかつた.精 液 は外来で用

手的に射精採 取し30分 後精子数,フ ラク トースを測定

し,氷室内に48時 間保存後,3,000回 転/分,30分 間遠心

分離 して 上清 を実験に供 した.こ れ はSchneider29),

塩 足33》,梯35)が 精液採取後,泳 動 開始 までの 時間

に よ り泳動像に差があ り48時間後を最 良としてい るの

に従つた.

測 定 方 法

1)蛋 白含 有 量:前 編 に 同 じ くBiuret法6,を 用 い

た.

2)糖 蛋 白 量:hexoseと して 定 量 され る 血 清結 合

総 糖 蛋 白測 定,Anthron法 に従 つ て 試 料 に5倍 量 の

O.9gm/d1NaC1液 を 加 え,そ の0,4m1をethanol

10m1中 に 滴 下 し混和 後2 ,000回/分 で10分 間 遠 心,上

清 を去 り,再 びethano110m1を 加 え 混和 遠 心 し,

上 清 を除 き,水4・Om1を 加 え溶 解 させ る .こ れ に新

鮮 なAnthron試 薬(AnthronをO.2gm/d1H2SO4

液)8m1を 冷 水 中 で徐 々に 加 え,撹 拝 後15分 間静 置

し測 定 す る(Eu).盲 検 は 水4.Om1,基 準 液 に は

GalactoseとMannoseを 等 分 子 に混 和 した 水4,0m1

中 に0.2mg溶 存 す る も のを 用 い て 測定(Es).測 定 に

はColemanJunior分 光 々度 計,波 長620mμ を用

い た7).

蛋 白結合縷 質m・/d1一 告 ・… 。ll/14304・2

(但 しgalactose-mannose量 として)

3)電 気泳動法:泳 動装置,条 件は 前編に同じく,

第8回 電気泳動学会 総会 に於 いて発表 された阿部等の

標準操作法に従つて行なつたが,試 料は ユcm巾 にっ

き対照に血 清0.005m1,精 漿は0.01とO.02m1を 蛋 白,

糖蛋 白及び脂蛋白の染色に供 した。

実 験 成 績

1.正 常及 び不 妊 群 の 精 漿

1)蛋 白量

蛋 白量 と精 子 数N群 では 平 均3.5gm/d1で 最高

4.5gm/dl,最 低2.6gm/d1で あ り,0群 で は平 均3.5

gm/d1(4.8～1.5gm/d1),A群 で は 平 均3.3gm/d1

(4・9～1Dgm/d1)で あ つ た 。 最 高4.9gm/d1は 無 精

子 例 で あ り 最 低1.Ogm/d1も 無 精 子 例 で あ り,蛋 白

含 有 量 と精子 数 の間 に特 に 関 係 が あ る とは考 え られ な

か つ た(第1図).
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第1図 各 群 精 漿 の 蛋 白 含 有 量

蛋 白量 と精 液 量:蛋 白 量1.Ogm/d1の 例 で 精 液量

0・6m1,1・5gm/d1の 例 で0.8,2.Om1で あ るが,そ の

他精 液 量1.Oml以 下 の 症 例 で0.8m1で3.7,3.Ogm/
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d1,1.Om1で4.4,4.2,4.O,3.9,2.6gm/d1で あ り,蛋

白量4.9gm/d1で1.5m1で あ り,最 高精 液 量6.4m1

で2.7gm/d1,6.Om1の 例 で は4.0,3.7,3.5,3.4gm/

d1で あ り比 較 的 高値 で あ つ た が,全 般 的 に有 意 の関

係 を認 めな い.

蛋 自量 と フ ラ ク トー ス量=最 低 蛋 白量1.Ogm/d1の

症例 で62・4mg/d1,1・5gm/d1で47.8,267.Omg/dl,

最高4・9gm/d1で485.8mg/d1で 高 値 で あ つ た.N群

で フ ラ ク トー ス量100mg/d1以 下 の症 例 は な い が,0
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群47・8,54,0mg/d1で1.5,3.7gm/d1,A群 の54.9,

55.5,97.Omg/d1で2.6,4.2,4.4gm/d1で あ り,フ

ラ ク トー ス350mg/d1以 上 の 症 例 で もN群400.0,

389.2,369。2,358.8mg/d1で3.8,3.2,4.5,3.5gm/dl

O群 で613.2,426.4,384.6,369.8mg/d1で4.0,3.9,

3.7,4.8gm/d1,A群 で は で485.8,485.O,356.Omg/d1

で4.9,3.4,2.7gm/d1で 平 均 に 近 い か 又 は 平 均 以 上

の 値 を 示 し た.

2)蛋 白 分 劃

第1表.各 群精漿の蛋白分劃相対濃度(%)一
Normospermia

01igosPe「mia

Azoospermia

15例

22

24

Max.

Min.

Av.

Max.

Min,

Av.

Max.

Min,

Av.

9,4

3.2

(7.6)

12.9

4.4

(8.1)

9.7

2.1

(6,0)

25.8

10.4

52.4

31.7

32.4

16.1

18.3

3.2

(16.2)

24.5

7.2

(士5.2)

26.9

8.2

(16.D

(45.3) (22.7)

53.1

32.2

(42.5)

52.9

23.8

(41.0)

35.3

13.0

(24.7)

39.6

20.7

(27.8)

(8.2)

18.2

0

(9.5)

19.9

O

(9.1)

血清蛋白電気 泳動像 に比較 してA1,α,β,γG1に

略々近似 した位置に分劃を認め各 々,陽 極側 よ り1,

H,皿,IV分 劃 とし,更 に基線乃至陰極側に認め られ

る染色帯 を0分 劃 とした。各分劃の相対濃度はN群15

例,O群22例,A群24例 について第1表 に示す如 くで

ある.N群 精漿では平均 して皿,IV,il,0,1分 劃

の順に低値を とつてお るが ■>IVの 例が2,工>0が

5例 であつた.0群,A群 も平均分劃量の順位 はN群

と同じであ るが,皿 分劃はN群>O群>A群 であ り,

IV分劃は逆にN群 く0群<A群 で,他 の分劃の間には

余 り差は認め られなかつた.し か し0群 では ■>M3

例,H<06例,1>07例 でO分 劃を認めない2例

を含め ると半数が逆の関係を示 した.A群 でOtll>W

2例,H>皿2例,H<03例,工>04例 で0分 劃

のない ものが2例 であつた.

3)糖 蛋白量

糖蛋白量 と精 子数=本 法に よる 血 清 蛋 白 結合糖 は
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第2図 各群 精 漿 の蛋 白 結 合糖 質 量

(Galaktose-Mannose量 と して)
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149～217mg/d1で あ り,こ れ に 比 し 正 常 人精 漿 中 の

そ れ は遙 か に 多 量 で597～1,791mg/d1で あ り 平 均

1,189mg/d1で1,000mg/dl以 下 は4例 で あつ た.次

い でO群 では328～1,492mg/d1平 均845mg/dlで あ り

1,000mg/d1以 上 の含 有 量 を 有す る 以外 の例 はA群 と

同程 度 の含 有 量 で あっ た.A群 で は1,200～298mg/d1,

平 均643rng/d1で1,000mg/d1以 上 の 含 有 量例 は4例

で あ るが,1,200mg/d1を 越 え る こ とはな く,正 常 群

と不 妊 群 の間 に 差 を認 め た(第2図).

糖 蛋 白量 と精 液 量=糖 蛋 白1,500mg/d1以 上 の 例 で

2.7,2.7,3.2ml,400mg/d1以 下 で5.0,1.8,0.8ml,

最高 精 液 量6,5mlで895mg/d1,1.Om1以 下 で970,

448,388mg/d工 で あ り,蛋 白 同様 特 に 関 係 を 示 して

い な い.

糖 蛋 白 量 とフ ラ ク トース量:精 子 数 と フ ラ ク トース

につ い て はN群 の平 均268.9mg/d1(105.5～400.01ng

/d1),0群 は 平 均236。8mg/dl(47.8～613.2mg/d1),

A群 平 均249.7mg/d1(54.9～485.8mg/d1)で あ るが

60～81×106/m1の 問 で は200～400mg/d1の 安 定 した

値 で あ り,90×106/rn1以 上 で は 減 少 を 示 した.A群

で は極 め て低 値 の グル ー プ とN群 よ り高 値 を 示す 例 を

含 む 比較 的高 値 の もの が あ り,糖 蛋 白 量 の様 に著 明 な

差 は 認 め られ なか つ た.

4)糖 蛋 白分 劃

BPB染 色 帯 のH,皿,IV分 劃 に 一 致 して 分劃 を認

め た.N群20例 に つ い て 皿分 劃 が 最 も高 値 で48.6,

49.3%の2例 を 除 い て50%以 上 で あ り,次 い でIV,ll

第2表.各 群精漿の糖蛋 白分劃相対 濃度(%)

Normo-

spe「mla

01igo-

spe「mla

Azoo・

spermia

例数

20例

19

20

Max、

Min,

Av,

Max.

Min.

Av.

Max.

Min。

Av.

H

17.9

7,6

(11.1)

皿

69.6

48.6

(58.7)

17.167.2

4・3139・4

(8,9)

18.4

4.5

(9.9)

(55.6)

65.2

38.7

(50.3)

IV

41.9

19,8

(30。2)

53.0

23,8

(35,5)

54.8

26.1

(39.8)

分劃であ るが,O,A群 に於 いても皿分劃は平均50%

以上であるが,IA群 では 半数 の10例 が50%未 満であ

り,O群 では3例 が39.4,46,7,48.1%で あつた(第

2表).

5)脂 蛋 白分劃

SudanBlackBの 染色に より染色帯 を認め ること

は出来なかつた.

H.男 性不妊症加療時の精漿

男性不妊症(0群,A群)に 対 してdepot剤 と称

され るTestosteroneheptanoate(TH)100mgを

20日 に1回 とPMS1,000iuを 週2回,約60日 間投与

して加療 した例について投与期間60日,中 止後60日 間

につい て20日 ごとに精漿の蛋 白,糖 蛋 白について検討

した.

精子数,精 液量,運 動率,フ ラク トースについては

0群25例 についてホルモソ剤投与 中60日 間に増 加を示

した もの精子数15例,精 液量13例,運 動率13例,中 止

後60日 間に増 加をみた もの精子数14例,精 液量14例,

運動率18例 であつ た.A群17例 の 精液量は 投与中7

例,中 止後9例 に増加 を認めた.こ の程度の投与量で

はreboundphenomenonを 示す もの 或は 投与中の

み改善 され中止と共 に低下す る限界量 と考 えられ る.

しか しフラ ク トースはO群 で4例,A群 で8例 を除い

て投与 中 増加 を示 した.妊 娠例は0群 の4例 に認め

た.

1)蛋 白量

0群9例 につ いて投与中,投 与前 よ り高値を示 した

もの4例 で低下 した ものが1例 のみで他は殆ん ど変化

を認めなかつた.中 止後高値を示 した ものは6例 であ

り他はやや低下又は変動を認めなかつた(第3表).

A群9例 では前者 に比 して低値を示す例 が多 く,高

値を示 した ものは3例 であつた(第4表).

2)蛋 白分劃

0群 について1分 劃は20日 目で2例 に上昇を認める

他は低下 し,更 に40,60日 目もやや低下 し中止後は漸

次回復傾 向を示 した.ll分 劃では20日 目で1例 を除い

て増加 し,40H目 で も更に増加 し,60日 で2例 は減 少

し他は軽度に増加 した.中 止後は比較的変動を示さな

かつ た.皿 分劃では20日 目は全例が増 加 し,40日 は軽

度上昇 し,60日 では抑制 を示 したが,中 止後は漸次増

加を示 した.IV分 劇は逆に20日 目で激減 し,40,60日

では稽 々増加 した低値を示 し,申 止後は しだいに回復

を示 した.O分 劃では20日 目に軽度増加 したが全経過

を通じ殆 んど変動を認めなかつた(第5表).

A群 では1分 劃は20日 目に1例 を除いて増加 し40目

で減少 し,60日 目では稽 々増加 し中止後は低下 した.
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第3表.O群 の精漿蛋白含有量の変動(gm/d1)
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症 例

1.S,

K.W.

K,O.

N.1.

Y.T,

K.1.

M.T.

0.K.

S.A.

投 与 前

4.7

3.7

3.0

3.0

3.7

3.7

3.3

3.1

4.4

投 与後20日

4.5

3.7

4.2

3,3

3,8

3.3

3.5

3.9

40日

4.6

3.8

3.2

2.6

3,7

3.7

3.4

3.4

4.1

60日

4,9

3.7

4.0

3.5

3.1

3.6

3.3

3.9

中止後20日

5,1

4.3

3.9

3.5

3.6

3.7

4.0

3.3

3.7

40日

5.2

4.1

3.8

3.8

3.7

3。2

3.6

3.5

3.9

60日

4.8

4,0

3.4

3.0

3.7

3.8

3,7

4.O

第4表.A群 の精漿蛋白含有量 の変動(gm/d1)

症 例

FU.

M.M.

S.A.

K。Y.

T.D.

T,N,

Y.F

S.M.

H.T.

投 与 前

3.4

3.3

4.0

3.4

3.0

3.7

4.0

4.0

3.2

投与後20日

3.5

3.5

3.1

3.9

3.0

3,6

3,6

3.5

3.0

40日

2.6

2.4

3.8

4,2

4.0

4,0

3.9

3.0

3.0

60日

3.1

3.0

3.2

3.9

3.6

3.6

3.9

3.0

3.4

中止後20日

3.0

3.1

3.9

3.5

4.7

3.4

3.6

3,0

3.6

40日

3.5

3.2

3.4

4,0

3.5

3。1

3.2

3.7

60日

3.5

3.2

3.4

3.4

3,4

3.6

3.5

3.4

第5表.0群 の蛋白各分劃相対濃度 の変動(%)

1

H

Max.

Min.

Av.

Max.

Min,

Av.

投 与 前

12.9

5.8

(8.3)

16.0

9.9

(12.3)

投与後20日

11,9

4.4

(8.0)

17.6

11.0

(13.6)

40日

10.3

4.4

(6.4)

20.4

12.8

(正5.8)

60日

10.5

3.5

(6,7)

21.0

10.2

(16.4)

中止 後20日

i2,5

3.9

(7.4)

16.1

9.O

(14.2)

40日

11.1

4.1

60日

11.2

3.9

(7.1) (6.8)

15.4

11.0

(13,5)

16.1

13.2

(13,9)

(tobecontinued)
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Max.

Min.

47,5

32,2

Av。 (40.5)

lM・x・

1▽;Mi・ ・

… 。 。.

1

35.3

22.7

(27.5)

51.4

35.7

(44.9)

27.7

15.8

(20.9)

Max.

Min,0

Av.

17.9

9。3

18.2

8.0

(11.4) (12.6)

59.0

31.9

(44,6)

29.9

17.2

(22.1)

17.2

6.7

(10,3)

55.8

30.8

(42.4)

57.5

35.2

(44.8)

31、4

18。8

29.Q

16.2

(23.9)

17.1

5。8

(10.6)

(23.3)

17.7

5.1

(10,3)

51,1

32.9

57.0

30.9

(43,4) (43.4)

29。0

20.6

(25.6)

i2.5

8.9

(10.4)

33.3

20.2

(24.!)

14.4

5,6

(10.8)

第6表.A群 の蛋白各分劃相 対濃度 の変動(%)

1

Max.

Min、

Av.

iMax .

Min.lll

j
lAv.

1Max・

皿1「Min・

lAv .

iMax.
…

Min.E石

iAv .

0

Max.

Min.

Av.

投 与 前 投与後20日

7,8

4.3

11.2

6、5

(5.7) (8,7)

正8.フ

11.5

(16.1)

45.6

33.2

(41.9)

20.6

13.7

(18.5)

42.0

30,2

(36.9)

40日

8.5

4.2

(6,7)

31.2

22.4

(26.0)

i6.9

9.2

(IO.3)

21.2

12.4

(15.6)

49.5

30.2

(39.1)

26,2

20.0

(23.4)

17,4

8.9

(12.5)

31.3

20.3

(25.8)

20.3

7.4

(11.9)

60日

9.7

4,2

(Z8)

18.4

9,6

(13.7)

44.6

32.0

(41、9)

33.3

19.2

(23,4)

20.O

lO.2

(13.2)

中止後、。日i媚

8.0

4.6

8、4

4.0

(6.3) (6.1)

22.1

9.1

20.6

9.3

(14.7)

45.9

36.3

(43.9)

33。6

18.4

(22.8)

20.0

8.4

(12.7)

(13.4)

52.4

38.3

(47.1)

31.6

19.5

(24,2)

18.7

10.0

(12.O)

60日

9.6

3。6

(6.1)

23.2

12、3

(14.3)

52.2

42.2

(46.0)

32.2

15,7

(22.8)

18.9

8.9

(10.8)
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■分劃は20日 目で軽度に高値で以下漸減 したが1例 は

増加傾向を示 した.EI分 劃は20日 目で全例減少し以後

漸増 し,100,120日 では可成 り高値を示 した.IV分 劃

は20,40日 と増加す るもの と減少す るもの とがあつた

が,平 均 して低値 とな り中止後は低値を示 した.0分

劃は対照に比し高値 を示 した(第6表).

3)糖 蛋白量

O群9例,A群5例 につ いて 測定 を行 なつ た.O

群,症 例1は 初 診時,精 子数38×106,運 動率60%で

あ り中止後40日 目に72×106,88%と な り糖蛋 白量 も

328.2～298,6mg/d1で あつ たのが597.Omg/dlと 上昇

を示 した.症 例2,3,5,6は いずれ も精 子数,運

動率の増加を認めた例であ るが,80日 目頃 より高値が

認め られ た.症 例4は 妊娠例であ るが,や は り中止20

日目に高値 を認めた.症 例7,8,9は 精子数,運 動

率共に改善 されなかつたが症例8,9は 糖蛋白に殆ん

ど変化を認めず,症 例7は 加療中,中 止後共に増加傾

向を認めた(第7表).

A群,5例 共 に精液 の顕微鏡的所見 に改善を認めな

かつたが,症 例1,2で は加療20日 目,症 例4で は40
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日目よ り急速に増加し中止後は減少ヌ,は不 変の傾 向を

示 した.症 例3,5で は全経過に於いて余 り変動がみ

られなかつた(第8表).

4)糖 蛋 白分劃

O群 についてH分 劃では20日 目低下 したのは2例 で

他 はいずれ も稽 々増 加 し,60日 目に低値 とな り以後余

り変化 を示 さず全般的に軽度の増加又は認めるべ き変

化はなかつた.ll[分 劃は20日 目に低下 したのは4例 で

他は稽 々増加 し40,60日 目に高値に達 し中止後20日 は

可成 り低下 したが40,60日 で 再び軽虜 ご高値を示 し

た.IV分 劃は20日 目僅かに低下傾 向を示 し皿分劃 と逆

に40,60日 で低値 とな り,中 止後20日 目に軽度に増加

するのみであつた(第9表).

A群 についてはH分 劃は投与 中低下す る様であつ た

が余 り変化を認 めず.H工 分劃は20日 不変又は稿々増 加

し,40日 で可成 り増加 し,60日 で一時低下する も中止

後 もやや増加 し40日 目で最高値を示 した.W分 劃では

20,40日 と低 下し中止後20,40日 で最低値 のものが半

数 で,60日 では 旧値に 回復す る 傾向を示 した(第10

表).

第7表.O群 の蛋 白結合糖質の変動(mg/d1)

症 例 投 与 前 陵 与後、。日1、 。日 60日1中 止 後20日
F

40日 60日

K.M.

K.G.

K,M.

S.G.

S.U.

K,1.

K.A.

Y.T.

M.H.

388.0

320.2

791.1

388,0

328.4

955.2

477.6

350,3

448.6

343.3

716.4

916,4

557.3

989.1

686,6

421。3

985.0

328.2

447.8

428.0

447.7

991.1

746.2

493.1

686.6

298.6

520.4

686.4

761.2

597.0

582.1

1,134.4

400.O

537.4

298.4

1,104.9

895.4

1,343.3

716.4

1,492.6

1,908.6

381.2

537.4

597.O

791。1

1,373.0

1,029.3

820.9

776.O

1,492.6

418.3

656.6

795.4

716.4

1,731,4

865.7

542.8

895.4

895.4

38Q.1

746.3

第8表A群 の蛋 白結合糖質 の変動(mg/d1)

症 例

S.M.

M,S.

N.M.

S.y.

U.E.

投 与 前

343.3

363.2

447.3

379.1

746.3

投与後20日

792.3

1,373,2

552.3

409.3

1,094.7

40日

753,1

955,2

529.8

820.9

998.5

60日

843.4

1,209.2

390.4

901.O

865.7

中止後20日

772.正

i,}94.0

472.6

正,090.6

540.2

40日 60日

674.8

1,343.2

450,3

982,8

746,3

628.9

776.O

521.9

1,043.1

741.8
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第9表.0群 の糖蛋白各分劃相対濃度の変動(%)

I

lMax.I

Min.■

Av,

皿

Max.

Min.

Av.

Max.

.lMi・ ・

固

投 与 前

10.2

5.8

(8.8)

60,9

49.0

(56.0)

45.2

31.2

(35,2)

投与後20則40日

19.0

5.0

(ll.8)

64.8

16.5

8.1

(12.2)

50.5

66.4

52.5

(56.9) (61.3)

46.5

20.1

31.0

21.7

(31,3) (26.5)

50日1中 止後20日{40日

正2,8

7.4

(9.9)

71.5

47.6

11.7

7.2

12.1

7,7

(10.0) (lo.4)

63.8

48.1

61.O

53.8

(60,1) (56.8)

45.0

19.1

(30.0)

42.4

24.6

(33.2)

(58.0)

33.1

29.1

(31.6)

60日

10.0

5.4

(8.1)

68.4

58.3

(61.6)

33.5

26.互

(30.3)

第10表.A群 の糖蛋 自各分劃相対濃度の変動(%)

■

Max.

Min.

Av.

皿

Max.

Min.

Av.

IM。x.

Iv1
Min,

Av,

投 与 前

17.4

7.3

投与後20日

12.7

4.5

(10.3) (8.O)

61.4

48.5

(54,3)

42。3

26.1

(35.4)

64.2

49。7

(56.8)

42.6

29.O

(35.2)

40日

16。3

4,4

60日

12.3

4.9

(9.4) (9.9)

70.5

54.1

(62.3)

39.0

23.9

(28.3)

67.7

42.9

(59.6)

42.8

22.9

(30.5)

中止後20日

15.8

6.1

(10.6)

75.3

50.9

(61.5)

40日

15.5

5.4

60日

17.O

7.9

(9.8) (里O.4)

74.1

55.6

(63.O)

39.8

20.7

38.7

(27.9)

19.0

(27.2)

66.7

48,4

(60.2)

40.2

22.4

(29.4)

総括並びに考按

人 精 漿 中 に 蛋 白 質 が 含 有 され て い る こ とは古

くか ら知 られ てい る.し か し全 窒 素 の可 成 りが

蛋 白 類 似 の容 易 に 半 透 膜 を 通 過 し,熱 で凝 固 し

な い プ ロペ プ トン,ヘ ミアル ブ モ ー ス,プ ロテ

オ ー ス と され5)26).熱 で凝 固 す る もの は18%以

下 で あ る と され て い る11).又 蛋 白質 は 射 精後 酵

素 作 用 を 受 け 急 速 に分 解 され る12}人 精 漿 中蛋

白 含 有 量 はHuggins等11)は 約3.5～5.5gm/d1

と し てい る が,著 者 の 測 定 で は1.0～4.9gm/d1

で あ つ た.,生 物 体 に とっ て 必 要 不 可 欠 の物 質 で

あ る蛋 白体 が精 漿 に あっ て 如 何 な る役 割 を 果 し

て い るか は興 味 あ る点 で あ る.Wicklund22},高
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橋34}は アル ブ ミソが 精 子 運 動,受 精 に 好 影 響 を

与 え る と し,Wilian等 は ア ル ブ ミソ含 有 率 の

高 い血 清,卵 胞 液 が 精 子 生 存 に 有 意 で あ る と し

てい る,し か し直 ち に 蛋 白質 が 精 子 栄 養 を司 る

とは 断 定 しが た いMannは 精 液 を 希 釈 し過

ぎる と精子 に有 害 な 影 響 を与 え るが,希 釈 液 に

ア ミ ノ酸,プ ロ テ オ ー ス を加 え る と少 な く と も

一 部 は この 害 を う ち け す た め,こ れ らが 多 少 重

要 な意 義 を 有 す る と して い る22)一 これ は あ る種

の動 物 で は ア ミノ酸 が有 毒 な 金 属 と複 塩 を形 成

して解 毒 効 果 を 示 す も の だ と し てい る.著 者 の

測定 結 果 で は 不 妊 群 との 間 に 余 り差 を認 め な か

つ たがA群 では 比 較 的低 値 の も のが 多 くみ られ

た.

精 漿 蛋 白成 分 の解 析 は 極 め て 困難 で あ るが,

す で にSlowtzoff,FUrbringer,Goldblattは

アル ブ ミン,グ ロブ リソ,第 一 次 プ ロ テ オ ー ス,

第二 次 プ ロテ オ ー ス を 含 有 して い る と報 告 し て

い るが,1937年Tiseliusが 電 気 泳 動 装 置 を 考

案 して以 来,人 精 漿 に つ い て も試 み られ1942年

Gray及 びHuggins8)が5例 に つ い てA1(17・7

～22.7%),αGl(15.9～27.8%),βG1(34.3～

44,5%),γG1(11.4～26.1%)の 分 劃 を 認 め た.

Ross等27}は 電 気 泳 動 と化 学 分 析 を 行 な つ て ア

ル ブ ミン.核 蛋 白 質,プ ロテ オ ー ス,水 に不 溶

の二 つ の蛋 白質,ム コ蛋 白質 を 認 め た と して い

る.そ の 後,炉 紙 電 気 泳 動 法 に よ り1953年

Keller及 びTschumiが 正 常 者 精 漿 に つ い て

4乃 至5分 劃 に 分 離 し血 清 の ア ル ブ ミソ相 当 に

は 認 め られ ず,こ れ に 反 し病 的 精 漿 では ア ル ブ

ミン 相 当 に 泳 動 像 を 得 て い る15)そ の後Ob6

及 びHerrnann24〕,Schneider等29}(1954),

Keutel及 びGabsch16}(1958),塩 足33)(1960),

Ekbom及 びWetterda13)(1961)に よつ て 報

告 され,寒 天 電 気 泳 動 法 に よ りHermann等1。)

(1958),大 井 等25}(1960)が,澱 粉 電 気 泳 動 法

に よ りEstbom等4)(1959)が 報 告 して い る

が,い ず れ も試 料 処 理,泳 動 条 件 の 相 異 等 に よ

り一定 した 成 績 は得 られ て い な い が4乃 至7分 劃

を得 て お り,ア ル ブ ミン相 当 分 劃 は 僅 か な が ら

存 す る こ とを 認 め て い る.又 い く らか の 研 究 者

に よつ て正 常 者 と病 的 精 漿 の間 に差 を 認 め て い
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る.著 者 も炉 紙 電気 泳 動 法 を用 い て,試 料 の 処

理 は精 液 を3,000rpm,30分 間 遠 心 沈 澱 法 を と

っ た が,Gray等8)は12,000rpm,梯35}は8,000

rpmと して お り,ま たOb6等24),塩 足33},Ekbom

等3)は3,000rpm,30分 程 度 で充 分 と して い る.

Ekbomは 遠 沈 の際,精 液 を60%グ リセ リソ の

上 層 に して行 な つ て い るが,著 者 の実 験 では 精

液 の み の遠 心 との 間 に 差 を 認 め ない ので3,000

rpm,30分 で 処理 し,氷 室 内48時 間 の保 存 で 実

験 を 行 つ た.Schneider29)も1,H分 劃 は 時 間

的 に相 互 に変 動 し,48～68時 間 が 分 離 が よ く11

分 劃 が1分 劃 よ り大 と して い る.正 常 者 泳 動 像

は平 均1(7.6%),■(16.2%),皿(45.3%),

IV(22.7%)0(8.2%)の 成績 を 得 た が,こ

れ はSchirren28)(1961)のA1(6.3%),αG1

(15.9%),βG1(41.1%),γG1(23。2%)0(12.7

%)に 似 か よつ た も の で,研 究 者 間 に よつ て,

そ の 名称 分劃 の と り方 に 差 は あ るが 血 清 蛋 白 の

βG1に 近 い 分 劃 が 極 め て高 濃 度 で あ る点 は一 致

す る と こ ろで あ る.精 漿 蛋 白電 気 泳 動 像 が 血 清

泳 動 像 のA1,α,β,γG1に 一 致 す る もの か,移

動 度 だ け で血 清 蛋 白 の存 在 を認 め て よい か に つ

い てLarson等18)19〕 は 牛 精 液 蛋 白 に っ い て超

遠 心 法,免 疫 法 に よ り血 清 蛋 白 の存 在 を 否定 し

て い る.し か し最 近,免 疫 的電 気 泳動 法 の 発 達

に よ りLicht等21〕 は正 常 人 精 液 を 免 疫 電気 泳

動 法 及 び 寒 天 電 気 泳 動 法 に よつ てA1,α1,α2

G1,βlGl(ジ デ ロ フィ リン),γiG1分 劃 に 相 当

す る 曲線 を得 て い る が,Leithoff等2。}は γGl

分 劃 を証 明 して い な い 更 にLicht等21)は 精

液 特 異 性 蛋 白 の存 在 を 明 らか に して9種 類 を 認

め た と して い る.

正 常 者 精 漿 と 病 的 精 漿 の 泳 動 像 に つ い て,

Keller等15}は 正 常 精漿 で はAl分 劃 が 存 しな

い が 高 度 病 的 精 漿 で はA1分 劃 に 相 当 す る蛋 白

が 存 す る と した が,塩 足33)は 妊 孕 群 精 漿 に 比 し

準 妊 孕 群 お よび無 精 子 症 群 精 漿 はAlが 減 少 し,

A/Gが 低 下 し,βG1の 減 少 を 示 した と報 告 し

た.著 者 の 成 績 で は 恐 ら くA1と 考 え られ る1分

劃 は 軽 度 で あ る がO群>N群>A群 で あつ た.

皿 分 劃 で はN群 が 明 らか に0,A群 よ り大 で あ

りIV分 劃 は逆 の 関 係 を 認 め た.0分 劃 はO,A
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群 で は 欠 損 す る もの が あつ た が,Ekbom等3)は

陰 極 側 に 移動 す る分 劃 欠 損 が 妊 孕 低 下 と一 致 す

る と報 告 して お り興味 あ る点 と思 わ れ る.

糖 蛋 白 に つ い て は生 物体 内 に 広 く存 在 して お

り,組 織,血 清 中 の糖 蛋 白体 に 関 して 生 理 的,

病 理 的 に重 要 な意 義 を有 す る こ とが漸 次,明 ら

か に され つ つ あ り,精 液 に 関 して は未 だ そ の報

告 は 殆 ん どみ ない あ る種 の物 質 例 えぽFSH

等 は 糖 蛋 白体 に属 す こ とが 知 られ,糖 蛋 白体 が

単 一 な物 質 で な く,多 数 の類 似 した 物 質 が混

在 した も の と 考 え られ て い るが,Winzlerは

多 糖 体 よ り正 確 な 概 念 を表 現 す る も の と して糖

蛋 白(Glycoprotein)の 名称 を与 え た.し か し

分 離 法,測 定 法 の 違 い か ら名 称 も種 々で あ り一

定 して い な い.糖 は 血 清 で は91ucoseは 殆 ん

ど証 明 され な い がgalactose,mannose,fucose,

glucosamine,galactosamine,neuramicacid

(sialicacid)な どが 含 まれ る と され て い る.

測 定 法 に は結 合 多 糖 体 中 に含 まれ る これ ら糖 成

分 の測 定 で あ るか らhexosamineはP-amino-

benzaldehydeの 呈 色 反 応,fucoseはCyste-

ine-H2SO,反 応,hexoseはOrcin法,Carba-

zo1法,Scato1法,Tryptophan法,Anthron

法,muco蛋 白 はWinzler法 等 が 用 い られ て

い るが 著 者 はAnthronを 用 い るGraff等 の

方 法7)を 用 い た.Graff等 は血 清 で88.3～278

mg%(平 均 ユ50.4mg%)と して い るが,著 者

の 成 績 で は149～217mg/d1で あ り,精 漿 につ

い て は血 清 含 有 量 よ りは るか に 高値 で あ り,N

群(597～1,791mg/d1),○ 君羊(328～1,492mg/dl),

A群(298～1,200mg/dl)で 平 均 す れ ば 正 常 群

と不 妊 群 に 明 らか に差 を認 め,精 子 数 即 ち 睾 丸

機 能 と これ らの糖 蛋 白 の産 生 に密 接 な 関 係 が あ

る こ とが 想 像 され る.糖 蛋 白 の 産 生 源 を

Greenspan9),Werner36}等 は 肝 臓 を 重 要 視 し,

又Biersy及 びRanci)は 静 脈 血 中 の糖 蛋 白 が

動 脈 血 中 よ り高 い と し末 梢 循 環 局 所 由来 の もの

が 含 まれ る こ とを 明 らか に し,生 体 の あ らゆ る

部 位 に 含 まれ,悪 性 腫 瘍,炎 症 に よ り増 加 す る

こ と よ り組 織 の増 生 等 に よ る と も考 え られ,細

胞 増 生 の 旺 盛 な睾 丸,副 性 器 に 於 い て 産 生 さ

れ,多 量 に含 有 され る と も考 え られ る.又 これ

は 血 清 由来 の も のが 濃 縮 され のか は 明 らか でな

い が,フ ラ ク トー ス が血 中 の そ れ よ り精 漿 中 で

高 濃 度 で あ る こ と と一 致 し,更 にN群 とA,0

群 の間 の差 異 と考 え 併 わ せ る と局所 産 生 か と考

え られ る.

血 清 糖 蛋 白 に 関 す る電 気 泳 動像 に っ い てA1,

αi,α2,β,γGl各分 劃 に認 め られ,Schetler等31}32〕

は 蛋 白分 劃 中 の糖 部 分 の 分 布 が 疾 患 に よつ て異

つ た 変 動 を 示 す こ とを認 め て お り,Blix等2},

K6iw及 びGr6nwaldi7,も 炉 紙 泳 動 に よ り 肺

炎,結 核 でG1分 劃 中 の糖 成 分 が 増 加 す る こ と

を観 察 して い る.精 漿 の糖 蛋 白分 劃 に つ い てす

で に1942年Ross等27)がP4の 分 劃 に あ り26.8%

の糖 で10.8%のhexosamineを 含 有 す る こと

を認 め て お り,ユ954年Schneider等29}は0～

5分 劃 中 の1～3分 劃 にmucopolysaccharid

を 証 明 してい る.免 疫 電 気 泳動 でLicht等21)は

精 漿 特 異 性 の蛋 白9種 類 中2種 は 糖 蛋 白 と して

お る.塩 足33)は βGI分 劃 に 相 当 して 糖 蛋 白 を

認 め,蛋 白相 対 濃 度 で妊 孕 群 に 比 し準 妊 孕 群,

無 精 子 群 の βG1の 減 少 と考 え 併 わ せ 糖 代謝 系

に何 らか の関 連 性 を有 し妊 孕 性 に影 響 を 与 え る

因子 とな るの で は な い か と推 論 して い る.著 者

の場 合 も βG1に 近 い 皿 分 劃 に 高 濃 度 に認 め た.

大 井 等25}もSchiff染 色 に て基 点 に 近 い 陽陰 両

極 側 のC,D分 劃 に 認 め,C分 劃 に 於 い て精 子

減 少,無 精 子 症 は 正 常 よ り糖 蛋 白量 の減 少 を認

め て い る.著 者 の 成 績 で は 皿 分 劃 でN群58.7%

に比 し0,A群 で は55.6%,50.3%と 低 値 で あ

り,逆 にIV分 劃 で はN群30.2%に 比 し,0群

35.5%,A群39.8%と 高値 で あ り差 を認 めた.

脂 蛋 白 につ い て す で に前 編 に 於 い て 犬 前 立腺

分 泌 液 に 検 出 し得 な か つ た が,蛋 白 含 有量 が犬

分 泌 液 よ り大 で あ る人 精 漿 に 於 い て も泳 動像 に

染 色 帯 を 全 く認 め る こ とが 出来 な か つ た.し か

しScott30)は 精 漿 で全 脂質185.5mg/dl,燐 脂

質83.5m9/dl,コ レス テ ロール103mg/dl,教 室

で も宮 尾 はN群 で67mg/d1と して お る!3)。 血

清 に お け る 脂 質 が 脂 蛋 白 を 構 成 して い る のに

対 し,精 漿 で は 遊 離 脂質 で 存 在 す る と 考 え ら

れ る.

以 上 電 気 泳 動 像 に 於 い て 蛋 白 は血 清 の βG1に
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近 い位 置 の皿 分 劃 に 高 濃 度 に しか も同分 劃 に 糖

蛋 白を高 濃 度 に 認 め た が,こ れ は精 漿 中 に 多 量

に含有 され 何 らか の 役 割 を果 して い る亜 鉛 に っ

い てEkbom3)がZn6sを 投 与 した後 に 精 漿 の

電 気泳 動 を 行 つ た 場 合 もZn65が βGl分 劃 の

移動 位 に 集 中 した 事 実 と考 え併 わ せ る と皿 分 劃

が精 漿 に 於 い て 重 要 な 意 義 が あ る と 想 像 され

た.

N群 に 比 しO,A群 に つ い て 種 々 の差 を 認 め

たが,こ れ ら所 謂,男 性 不 妊 症 にTH,PMSを

投与 して加 療 した場 合,如 何 な る変 動 を 示 す か

に っ い て検 討 を行 つ た.総 蛋 白量 に つ い て は 犬

前 立腺 蛋 白量 の 様 な 変 動 は み られ な か つ たが 投

与 量 に問 題 も あ るが,O群 に於 い て 中 止 後,稽

々増 加 し一 部 にrebourldphenomenonを 思 わ

せ る 変 化 を 認 め た.蛋 白電 気 泳 動 像 に 関 して

は,O群 で は 皿 分 劃 の増 加,IV分 劃 の減 少,H

分劃 の軽 度 増 加 を示 し,A群 で は皿 分 劃 の 初 期

減少 後 増 加,IV分 劃 で は 逆 に増 加 後 減 少 し,1

分劃 の軽 度 増 加 も認 め た.Schirren28}もLeydig

細胞 不 全 のNormospermiaにTPを 投 与 しフ

ラ ク トー ス の増 加 と共}⊂A1,α,βG1の 増 加,

HCG投 与 でA1,αG1の 増 加 した 例 を報 告 し

てい る.

糖 蛋 白 に っ い て 道 中23}は 犬前 立 腺 分 泌 液 に 関

し,男 性 ホル モ ン投 与 で ポ ー ラ ロ グ ラ フに て 炉

液 反 応 の 蛋 白 波 でmucoprotein様 物 質 に 関 連

す る 物 質 の 増 加 を認 め,梶 尾14)も 不 妊 患 者 に

TP,PMSを 投 与 してmucoproteinの 変 動 を

追求 して い るが 個 体 差 が大 きい と して い る.著

者 の行 つ た方 法 の 成 績 で はO群 に於 い て は精 液

所 見 と平 行 して 増 加 す る傾 向 が 認 め られ,A群

では精 液 所 見 に 改 善 を み な か つ たが,ホ ル モ ソ

投与 後,明 らか に 反 応 を示 して 増 加 す る例 が あ

つ た.

糖 蛋 白電 気 泳 動 像 に っ い て は0群 で はH分 劃

の軽 度 増 加,皿 分 劃 の増 加,IV分 劃 の減 少 を 認

め た.A群 で はH分 劃 は殆 ん ど変 化 せ ず,皿 分

劃 の増 加,IV分 劃 の減 少 が み られ た.蛋 白泳 動

像 の変 化,N群 とO,A群 との 分 劃 の差 が皿,

IV分 劃 に於 い て顕 著 で あ つ た こ とは,こ の 蛋 白,

こ とに糖 蛋 白 代 謝 系 と妊 孕 力 の 問 の関 連 性 が 推

論 され た.

結 語
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人 精 漿 に つ い て 正 常 群,不 妊 群(減 精 子 群,

無 精 子 群)の 精 漿 蛋 白,糖 蛋 白 含 有 量 を 測 定

し,更 に蛋 白,糖 蛋 白,脂 蛋 白に つ い て炉 紙 電

気 泳 動 を行 つ た.次 に 不 妊 群 に 対 しホル モ ン療

法 を行 つ た場 合 の これ ら変 動 を も検 索 した が,

そ の 結 果 を 述 べ る と,

1.精 漿 の蛋 白含 有 量 はN群 の4.5～2.6gm/

d1,0群 の4.8～1.5gm/dlA群 の4.9～1.Ogm/

d1.糖 蛋 白含 有 量(galactose-mannose量 と し

て)はN群1,791～597mg/d1,0群1,492～328

mg/d1,A群1,200～298mg/d1で あ つ た.

2.電 気 泳 動 像 で は 蛋 白 に つ い て血 清A1位

よ り陰 極側 に 向 つ て1,■,皿,IV,0分 劃 と

し,N,O,A群 に つ い て 皿 分 劃45.3,42.5,

41.0%.IV分 劃22.7,24.7,27.8%と 差 を認 め

た.糖 蛋 白はH,皿,IV分 劃 に認 め られ,N,

O,A群 に つ い て皿 分 劃 で は58.7,55.6,50.3%,

IV分 劃 で は30.2,35.5.39.8%で あ つ た.脂 蛋

白 は い ず れ の分 劃 に も認 め られ な か つ た.

3.不 妊 群 に対 し,TH,PMSを 投与 した 処

蛋 白 含有 量 は著 変 を 認 め な か つ た が,糖 蛋 白 は

明 らか に 増 加 を 示 す 例 が 多 く,精 液 所 見 と平 行

す る こ とを 認 め た.電 気 泳 動 像 で は 蛋 白,糖 蛋

白共 に 軽 度 の 皿 分 劃 の増 加,IV分 劃 の減 少 が 共

通 の変 化 で あつ た.

(本稿の要 旨は第8,9回 日本不妊学会総会で報告

した.)

御指導,御 校閲を賜わつた恩師加藤教授に深 く感謝

致 します.
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